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ラーニングコモンズを利用する学生
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スケジュール 平成30年4月～7月 図書館でのグループワーク実験によるニーズ調査
平成30年7月～9月 図書館での設置場所の検討とゼミルーム試作
平成30年10月～平成31年3月 試作したゼミルームの運用実験
平成31年3月 研究とりまとめ
研究成果 本学の図書館・情報センターの情報機器の設備更新時期に合わせてラーニング・コ
モンズが設置できるよう、現存のインフラを生かして実現できる提案を行った。
まず、両学部教員にゼミ演習を含むグループワーク活動を図書館･情報センター内で
行ってもらい、教育活動を行う上での要望の聴取を行った。館内の集密書架室や
グループ学習室での演習活動から、備品のレイアウト変更が難しいことが判明し
た。図書館･情報センターの設備更新時には、メディアステーションやデスクトップ
PCスペースのレイアウトを大幅に変更できる可能性がある。
そこで、グループワーク試行結果をもとに、ラーニング・コモンズの設置場所と
実現方法の検討を行った。どこでも5分で組立設置ができるドーム形状のゼミルー
ムを試作した。フレームを構成する紙管の長さを変えて、空間の大きさが自由自
在に変更できる。必要に応じて、ドーム面の素材や形状を変更して機能が変えら
れる。図書館の一角に設置したところ、予想以上に利用する学生が多いため、長期
運用評価実験を行い、好意的な評価を得ることができた。
図書館・情報センター廊下側から撮影 ドーム形状のゼミルーム
今後の研究成果の
還元方法
本研究のノウハウを含む研究詳細報告を紀要に掲載すると共に、図書館・情報セン
ターの設備更新時のラーニング・コモンズ設置案として提言する。
また、図書館以外でのラーニング・コモンズの拡張性を検討するために、ラウンジ
など学内各所に本ゼミルームを設置して運用試験を行う。
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